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１.　平成２１年度私立短大就職担当者研修会実施要領

２.　研修会参加申込書

※　研修会参加費振込み用紙は同封いたしておりません。

平成２１年度「私立短大就職担当者研修会」開催について（通知）

短大協発第２１０４３号

日 本 私 立 短 期 大 学 協 会

就 職 問 題 委 員 会

参加申込み締切り期日　　平成２１年７月３日（金）

平成２１年５月２２日

標記の研修会を別紙実施要領の通り、来る９月７日（月） ～ ９日（水） の３日間、 東京所在の

「 ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 ・ 私 学 会 館 」 を 会 場 と し て 開 催 い た し ま す 。

学務ご多忙の折柄とは存じますが、 貴学就職担当者並びに関係教職員の方々のご参加を賜

り た く 、 ご 通 知 申 し あ げ ま す 。



研修会の目的

内定切りの問題も憂うべき事態です。

私たちに課せられているテーマではないでしょうか。

存在意義だと思います。

研修会にしたいと熱望しています。

翻って今、私たちは迷える学生のために、何をしなければならな

肝心なことは、 各種メディア報道に踊らされてはならないという

しかし、あまり悲観的に考えすぎると、将来展望がひらけません。

今、私たちは過去に例を見ない、百年に一度の経済不況下にあり、

いのでしょう。悩み多き学生を前に、私たちが悩み、迷っているわけ

にはいかないのです。不確実な、困難な時代を切りひらくために、

全国の仲間が英知を絞って実践に移すことが強く求められています。

共有化できるよう、現場を基点とした幅広い討議を行い、実のある

この研修会では、相互の悩みを確認しつつ、お互いの良き事例を

教育、就職支援に携わる中で、学生のために、いつ、何を、どのように

教育すべきかを冷静に推し進めていくべきと考えます。社会情勢等を

盾に責任を転嫁することなく、現状を見極め、確実に２年もしくは

３年の修業年限において、学生を社会化させることが短期大学の

現実を直視しつつも、今やるべきことを着実に実行することこそが

ことです。氷河期、モラトリアム、フリーター、ニート、ミスマッチ、

離職率７・５・３等々。 一つの現象・傾向がすべてを表しているかの

ように伝えられています。私たちは、教養教育、専門教育、キャリア

私たちが指導・支援する学生の雇用環境は、その影響を強く受けて、

劇的に悪化の一途を辿っているかのように言われています。事実、

リクルートの調査によれば、新卒の有効求人倍率は１.６２倍にな

っており、昨年の２.１４倍から約０.５ポイントも下がっています。



実施要領

■開催期日 平成２１年９月７日（月）～９日（水）の３日間

■会　　　場 東京・市ヶ谷 「アルカディア市ヶ谷・私学会館」 <後掲案内図参照>

　〒１０２-００７３　東京都千代田区九段北４－２－２５

電話 ０３ （３２６１） ９９２１

■参加資格 私立短期大学の理事長・学長・就職担当者 並びに研修内容に関心をもた

れている教職員の方々で、定員３００名に達し次第 締切ります。

■参加経費 全日程で１人 ２９，０００円  （参加費、昼食代、懇談会費、コーヒー代を含む）

■そ の 他 （１）研修会の受付は、９月７日（月）午前１１時３０分より、

　 「アルカディア市ヶ谷・私学会館」３階ロビー にて行います。

　　正午までに各自受付をお済ませください。

（２）グループ討議は、

　　① 「企業」 グループ 

　　② 「幼 ・保・福祉等」 グループ 　　に分かれて進めます。 

　　所属を希望するグループ名を参加申込書に明記してください。

　　なお、運営委員会にて、それぞれを小グループに分けます。

　　また、事前に担当運営委員から各グループの参加者に対し、

　　ご連絡をすることがありますので、参加申込書には、連絡先

　　（可能な限り個人のメールアドレス）をご記入ください。

（３）研修会第１日の研修後、午後６時１５分より、「情報交換懇

　　談会」 を行います。 グループ討議のグループごとに進めます

　　ので全員ご出席ください。　名刺をたくさんご用意ください。 



研修内容

■開会挨拶

　　日本私立短期大学協会 就職問題委員会 委員長

　　大阪成蹊短期大学 理事長

■講演Ⅰ 短期大学の新たな地平を求めて
　―新時代の短期大学の役割と教育機能―

　　日本私立短期大学協会 会長

　　目白大学短期大学部 理事長・学長

　＊  本年１月、 本協会に設置の「短期大学教育の充実に関する

　　検討特別委員会」にてまとめられた［短期大学教育の再構築

　　を目指して－新時代の短期大学の役割と機能－］の内容につ

　　いてご報告をいたします。

　　本協会のホームページにて、本書（全文）、概要版、チャート図

　　を掲載 (2009/01/16) しておりますので、事前にお目通しい

　　ただければ幸いです。

　　　　本協会のＵＲＬ：　http://www.tandai.or.jp/kyokai/

■調査報告 平成２０年度私立短大卒業生の卒業後の状況調査 報告

　　日本私立短期大学協会 就職問題委員会 委員

　　（東京家政大学短期大学部 進路支援センター部長）

■講演Ⅱ キャリア教育が成果の出ない理由
　―育成を急ぎすぎていませんか？―

　　元 ＮＨＫアナウンサー・森ゼミ主宰 森 　　　　吉 　弘　氏

　　若者はきっかけさえつかめば、想像以上に伸びていきます。

　　ただ、若者にきっかけを与える前に施す教育があるのです。

　　本来の力を発揮するためにはどうしたらよいのか、自分を

　　決められた枠や時間で伝えるためにどうしたよいのかなど

　　元ＮＨＫアナウンサーで就活生指導歴１６年の森　吉弘が

　　実体験を元に紹介します。

中 　　　　明 　夫　氏

佐 藤 弘 毅 氏

岩 井 絹 江 氏



■グループ討議 就職・進路指導のあり方

　　<共通テーマ> ※ 下記のテーマを中心に各グループにて討議･情報交換を行います。

　（１）昨年秋以降の経済情勢悪化に伴う採用状況等について

　（２）“働くこと”への意識･意欲を持てない学生に対する指導について

　（３）キャリア教育の推進と教職員の連携について

　　<グループ編成>

① 【 企   業 】グループ

② 【幼・保・福祉等】グループ

※所属を希望するグループを参加申込書に明記してください。

　　<グループ討議の進め方>

企業グループ、幼・保・福祉等グループ　共に小グループに分けて討議を

進めます。

なお、幼・保・福祉等グループでは、９月８日（火）の午前に、幼・保・福祉等

に参加を希望された全員の方を対象に、保育所等の現場における問題点や

参加者の中から所属短大の取組み事例をご発表いただくなど、養成校が抱

えている課題を共有化し、情報交換を行う予定です。



■講演Ⅲ 就職支援の原点を見つめ直す時

　　千葉敬愛短期大学 キャリアセンター長

　　日本私立短期大学協会 就職問題委員会 副委員長

　　我々は今こそ、ブームと化しているキャリア教育、就職支援

　　の原点を見つめ直す時ではないでしょうか。

　　あらゆることを再点検するために、大胆に一石を投じます。

■講演Ⅳ 超かんたんな決算書の読み方
　― 強くて安全な会社の選び方 ―

　　亜細亜大学 名誉教授

　　公認会計士

　　強い会社の見方のポイント、強くて安全な会社の判断の仕方、

　　さらには強くて安全な会社の実例をあげ、超かんたんに解説

　　します。

■閉会挨拶

　　日本私立短期大学協会 就職問題委員会 委員長

　　大阪成蹊短期大学 理事長
中 　　　　明 　夫　氏

高 　田 　　 　茂　氏

碓　氷 　悟　史　氏



平成２１年度　運営委員　（指導員）

中 明 夫 　　　大阪成蹊短期大学　理事長　（委員長）

高 田 茂 　　　千葉敬愛短期大学　キャリアセンター長 （副委員長）

平 野 征 男 　　　光塩学園女子短期大学　総務部長

大久保 等 　　　八戸短期大学　准教授

梅 山 文 秀 　　　群馬社会福祉大学短期大学部　ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ長補佐

菊 入 哲 夫 　　　聖徳大学短期大学部　キャリア支援室長

吉 村 香 　　　千葉経済大学短期大学部　准教授

五 味 敏 雄 　　　亜細亜大学短期大学部　キャリア支援課長

大 聖 静 子 　　　共立女子短期大学　就職進路課統括課長

岩 井 絹 江 　　　東京家政大学短期大学部　進路支援センター部長

吉 田 和 代 　　　文化女子大学短期大学部　就職相談室室長補佐

佐 藤 貴 生 　　　目白大学短期大学部　ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ

後藤田 遊 子 　　　北陸学院大学短期大学部　学科長・教授

木 下 圭一郎 　　　名古屋女子大学短期大学部  学生支援センター長補佐

松 井 玲 子 　　　常磐会短期大学　就職部長

渡 辺 輝 昭 　　　山陽学園短期大学　キャリアセンター次長

廣 嶋 守 　　　聖カタリナ大学短期大学部　就職課長

姫 野 隆 行 　　　西南女学院大学短期大学部　就職課長

宮 元 純 孝 　　　中村学園大学短期大学部　事務局次長・就職課長

（順不同・敬称略）



参加申込み等

■申込み方法 消費税法との関連により、参加申込書は日本私立短期大学協会あてご送付

願いますが、参加費の納入は財団法人私学研修福祉会あてご送金ください。

■参加費の納入先 　財団法人　私学研修福祉会（短大口）　

　　三菱東京ＵＦＪ銀行　神田支店　普通預金　

　　普通　 １２２５０３６

■申込書の送り先 　〒102-0073

　東京都千代田区九段北４-2-25（私学会館 別館6階）

　日本私立短期大学協会　就職研修会 係

■納入について ・指定の振込み用紙は、同封いたしておりません。

 各短大により、適宜、前記の銀行口座にお振込みください。 その際、

 必ず個人名のみではなく、短期大学名を明記してください。

 また、振込み手数料は、貴学にてご負担いただきますようお願いいたします。

・参加者が複数の場合は一括してお振込みください。

・一度納入された参加費は原則として返還いたしません。

■申込みに際して 参加申込みは、同封の「研修会参加申込書」に必要事項を記入し、

裏面に参加費の振込みを証明する書類のコピーを貼り付けてください。

⇒従って、申込みは次の順序となります。

①（財）私学研修福祉会へ ②日本私立短期大学協会へ

　振込を証明する書類のコピーを貼付して

受　　付

※事前の連絡なしに、ＦＡＸで参加申込書を送られても受付けはされません。
※参加費をお振込みいただいても、参加申込書が届かなければ受付けはされません。

　参加申込み締切り期日 平成２１年７月３日（金）

＊　ご質問、お問合わせは日本私立短期大学協会事務局（中澤）まで。  ＴＥＬ　03-3261-9055

 ＦＡＸ　03-3263-6950

参加費の納入 申込書の送付








